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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

（看護課連絡）

・院長先生不在時の報告について～指示や許可を急ぐ場合は電話連絡し、それ以外はネットwizか携帯へのメールで連絡を行って下さい。

・本日（5/20）マニュアルの入力完了日となっています。各自担当分の入力及び再確認を行って下さい。各病棟管理者は担当分の入力を確認し、5/23（月）に報告をおこなって下さい。なお、作成出来ていない職員の氏名及び担当マニュアルについても合わせて報告となります。

（庶務室連絡）

・5/21（土）に業者による水道の配管工事を行います。レストラントイレ、職員ロッカー室及び仮眠室天井裏の配管の工事にも入ります。朱夏職員が作業には立ち会いますが、物品の紛失などの発生を防ぐために、ロッカーの施錠を徹底するようお願いします。
（病棟連絡）

・北山　和子様　～　ハロマンス指示受け済んでいます。5/24（火）実施お願いします。

・鳥喰　經三様　～　食事摂取量少ないためカロリー摂取量の表を栄養管理室より作成してもらっています。本日より開始していきますので、入力お願いします。又、各勤務帯での摂取カロリー、水分量、排泄回数をカルテ記載し、準夜帯でトータルを出していきましょう。

（業務改善について）

・現在、東病棟の体重計が修理中の事もあり、週１回の体重測定の実施やカルテへの記載漏れが見られています。各自確認し、記載漏れが無いように徹底していきましょう。

Ａ　ユニット～早番勤務者がＡユニット患者様のバイタルサインと排泄回数を記載する。

　　　　　　　　　日勤者が日勤までの食事、プログラム等のフロシート記載をする。

　　　　　　　　　遅番勤務者は準夜帯の記録とフロシートの最終確認する。

Ｂ　ユニット～準夜帯で残り番の勤務者が、フロシートの記載をする。

ＣＤユニット～翌日の深夜勤務者が記載する。

　　　　　　　

体重測定について

ＡＢユニット～入浴時測定する。入浴できない時は、入浴担当者が責任を持ち測定し、入浴表に記載。フロシート記載はその日の準夜勤務者が行う。　　　　　　　

ＣＤユニット～毎週土曜日（出来ない時は日曜日）体重測定する。その日のＣＤユニットのリーダーが責任を持ち実施する。フロシート記載は翌日の深夜勤務者。

※入浴記載は入浴日の確認を各自きちんと行い、忘れず記載しましょう。

　　　発熱時や臨時薬などは、その時に携わった勤務者が責任を持ち記載していきましょう。

＜受け持ち患者様ケアプラン評価・検討＞

・鳥喰　經三様～食事摂取量の少ななさが見られています。甘い物や果物を好んで摂られていますが、御家族様よりご飯へふりかけ、ごはんですよをかけて食べてたとの情報あり、持ってきて頂いています。パン・果物・ヨーグルトなどの補食は少しずつですが摂取出来ています。出来れば、栄養補助食品に依存されずに食事が摂れるようにしていきたいです。又、病棟へ転入時よりも、活動性の低下や失禁がみられ、左踵部へ褥瘡発生後より、歩行時不安定さもみられています。

＃１．食事摂取量が少ない

Ｐ１－①．食事を摂らない場合はふりかけをかける。

②．補食を促す。（家族より協力を得る）

③．体重測定（毎日９時）

④．食事摂取カロリー、排泄量、水分量を各勤務帯で記載し、準夜帯でトータルをだす。

　

※今後、食事摂取時の介入方法で、食事を摂ることが出来た場合は、きちんとカルテへ記載し、スタッフ間で情報共有をしていきましょう。

＃２．褥瘡

Ｐ２－①．処置（テープかぶれがあるためずらして張る）

　　　②．歩行時、必ず履物を履いて頂く

③．夜間、踵部挙上し、圧し摩擦を防止する

④．浮腫増強時は、下肢挙上する。

　

